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「プレゼント」の問題については，近年は人類学の贈与諭を応用した研究が盛んであるが，本章では，むしろ P ・ J ・ケイ





























行動を規制した「ノース規制法J (1 773年)が，むしろかえって悪質なネイポッブを生んだとして，これを断罪し， r真
性のネイボッブ」と非難されるべき「似市非ネイポッブJ を弁別したこの史料から，ネイボッブのもつ善悪二面s性を説





























から P.J. Marshall までそれなりに存在するが，本諭文は，第三部第七章のように，独自の史料を用いて新しい総合的な
見解を示しており，研究史に新しいページを開くものである。
本論文の核心は， 1760年代から 1790年代初頭までの激しい「ネイボッブ」批判がひろがった理由と，それが急速に
消滅し，むしろインド官僚こそが典型的ジェントルマンとさえみなされるようになる理由との解明にある。前者の問い
への解答を，東インド会社の貿易商社から領土支配の機構への移行に伴う，在印イギリス人の富裕化とその生活態度の
「インド化」に求め，後者の問いには， 1790年代の東インド会社にかんするコーンウォリス改革と，インド文化，よりひ
ろくはアジア文化に対するイギリス人一般の態度の変化に求めたものといえる。このような観点は，資本範曙論に終始
した西村はもとより，イギリス人の近年の著作にも，十分には展開されていない独自のものである。むしろ，東インド
会社と自由商人を資本範曙の違いに結び‘つけようとする，いわゆる「戦後史学」の方法に対しては，全面的にこれを否
定している。
別の表現をすれば，少なくともわが国の研究が，これまでひたすら貿易関係にのみ注意を傾けてきたのに対して，本
論文はモノの交流をこえて，ヒトの移動と文化交流を姐上にのせたとい.うことができる。
同様に，帝国形成の理論の点でも，本論文は随所に「現地の事情」に対する言及がなされ，本国資本の論理からする
ホブソン・レーニン的な説明を，ほぼ拒否しているようにみえる。こうした帝国主義の現地主義的解釈とでもいうべき
観点、は，もとより本諭文の独創とはいえないが，この時代のイギリス・インド関係をこの観点から明確に説明した研究
は，従来，多くはないと思われる。今後の整理の仕方しだいで，いっそうの理論的な展開も期待される。
個々の論点、にも，ユニークな点がいくつも指摘できる。たとえば，第一部に展開されたヨーロッパ国際関係とインド
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情勢が相関していることは，一般論としては当然予想されていたとはいえ，従来，その具体的な分析や叙述はほとんど
なかった。とくに，イギリス・オランダ戦争のインドにとっての意味を解明したことは，本論文の大きな功績のひとつ
である。同戦争については，ヨーロッパ史にかんしても研究が之しいだけに，これによって近世ヨーロッパ史上の国際
関係の分析にも，新たな視野が開けるものと期待される。自由商人と東インド会杜の関係を，ヨーロッパ国際関係の視
角からとらえなおした点も，あらたな論点として評価できるであろう。
むろん，本諭文にも，さらに検討ないし改善を期待すべき部分がないわけではない。理論面では，たとえば，本論文で
は「重商主義」という用語を意識的に避けているようにみえるが，そのことがより明示的に語られておれば，資本範時
論の否定がさらに説得力をもつものと思われる。「ジェントルマン資本主義」論や世界システム諭に対する姿勢にも，
やや不透明な部分が残っているとすれば，この点も，理論だけを独立に議論するような章を設定することで改善される
であろう。また，事実関係では，ネイボッブ批判の根拠との対比で，産業資本家や西インド諸島フランターに対するイ
ギリス人一般の否定的姿勢の原因には触れられているが，そうであるなら，ネイポッブに先行して，非難から称賛へと
いう，ほとんど同様の評価の激変を経験した「マニド・メン」についての言及もあれば， 18世紀イギリスの心性史のな
かでのネイポッブ批判の位置が，いっそう鮮明になったかも知れない。とくに，文章表現にも十全な配慮をしつつ，こ
れらの点に踏み込んでおれば，論文全体の論旨がより明確になったものと思われる。
とはいえ，このような欠陥は，本論文の画期的な内容をそこなうものではなく，いわゆる「戦後史学」の呪縛から自
由な，近世イギリス・インド関係の総合的研究として，本論文が果たす役割はきわめて大きいと思われる。したがって，
本審査委員会は，本論文が，博士(文学)の学位を授与するのに十分な価値を有する，と認定するものである。
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